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様式第 3号（第 8条関係） 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

 １ 開会のことば 

司会(教頭) 

 

これより令和７年度加須市立大利根中学校 第１回学校運営協議会を始めます。 

 

指導主事 

 

校長 

 

 

司会 

【２ 加須市教育委員会芝田指導主事及び校長あいさつ】 

大利根地域の重要な方々から貴重な意見をいただきたいと思います。 

 

4月より異動で大利根中に着任しました。生徒、校舎とも素晴らしい学校です。地域

の方々からの支援をお願いします。 

 

校内一巡をします。第 3 校時の授業の参観となります。何かお気づきの点は協議の

際にお願いします。 

 

・校内一巡(授業参観) 

 

 

司会 

 

指導主事 

 

 

司会 

【３ 委嘱状の交付】 

学校教育課指導主事より委嘱状の交付を行います。 

 

・委嘱状の交付 

 

【４ 学校運営協議会委員及び職員紹介】 

皆様の自己紹介をお願いいたします。 

 

全委員 

 

 

司会 

・自己紹介 

 

【５ 会長・副会長の選出】 

次に、会長・副会長を選出します。一任いただけますでしょうか。では、こちらで

ご依頼をさせていただきます。会長を吉野 髙男様、副会長に小島 弘行様にお願

いしたいと思います。承認いただけるようでしたら、拍手をお願いいたします。 

(拍手) ありがとうございました。 

 

司会 

  

会長 

・会長あいさつ 

ここで、会長になられました吉野 髙男様より、あいさつをいただきます。 

 

ご指名ですので、会長を務めさせていただきます。 

私は、中学校社会科教師で、最後は白岡で校長を務めていました。大利根中は素晴

らしい環境だと思います。委員の皆様のお力添えをお願いします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 



2 

 【６ 協議】 

司会 これから協議に入ります。司会を会長さんにお願いします。 

 

会長 

 

 

 

校長 

 

 

 

 

 

会長 

会長 

校長 

会長 

 

校長 

 

 

石川委員 

校長 

 

 

会長 

それでは、協議に入ります。まず初めに学校経営方針と本校の状況について、中島

校長先生、説明をお願いします。 

 

（学校経営方針等について説明） 

・学校要覧から生徒数、学級数、日課等について 

・大利根中グランドデザインから学校教育目標、目指す学校像、重点目標等に 

ついて 

・学校課題として、いじめ防止対策、不登校問題、ICTの活用について 

・学校だよりから、校長賞(善行賞)の設定について 

 

ここまでで、質問や意見がありましたらお願いします。 

不登校の状況はどうなっていますか。 

本校もやや多い状況です。 

不登校生徒 1 人いると、担任の負担感が倍増すると言われています。学校としては

どのように対応していますか。 

不登校対応委員会(教育相談委員会)で組織的に対応しています。SSR は設置してい

ますが、教員の負担増にもなっています。働き方改革も進めていますが、定時退勤

できないのが現状です。 

働き方改革として、どのような取組をしていますか。 

会議や配布物をペーパーレスにしています。会議の精選や、自動応答電話の設置等

もしています。 

 

ここで、学校経営方針についての承認をとります。 

この議題についての承認をいただける方は、拍手をお願いします。 

（委員の拍手） 

では、中島校長先生の学校経営方針は、承認といたします。ありがとうございまし

た。 

  

会長 続きまして、委員の方から学校への意見・要望はございますか。 

 

石川委員 

校長 

小島委員 

 

 

 

加須市では防災士を募集しているが、大利根中はどうですか。 

R６は 2名が防災士となりました。R7はこれから募集します。 

校内一巡しましたが、生徒はおとなしい感じがしました。登下校の様子を見ている

と、ルールをしっかりと守っていると思います。 

不登校の理由は何ですか。 



3 

校長 

 

大塚委員 

校長 

大塚委員 

校長 

 

山田委員 

校長 

 

 

石川委員 

遠藤委員 

校長 

山田委員 

砂川委員 

 

会長 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 

司会 

友人関係など、学校生活への不適応もありますが、家庭の問題や生活習慣の乱れも

あげられます。 

不登校生徒は留年する場合もありますか。 

会議にはあげますが、留年したケースはほどんどないと思います。 

先日の講演会で、学校運営協議会が機能するのに 10年かかると言っていました。 

昨年までのリンクミーティングや学校評議員会での蓄積もあるので、今後の学校運

営協議会で活かしていきます。 

いじめの対応はどうしていますか。 

発見できるいじめもあるが、スマホ等でいじめを発見しづらいこともあります。ア

ンテナを高くすることに努めています。いじめを発見したときは、保護者と連携し、

解決しています。 

いじめは本人の捉え方が基準になるので、難しいですね。 

保護者間のトラブルはありますか。 

どこまで学校が入るかが難しいところです。生徒に関わる場合は、学校も入ります。 

生徒より、保護者の対応は難しそうですね。 

家庭の問題として、スマホやゲーム、就寝時間が遅いことがあると思うます。SNS

のトラブルも多いと聞きます。親がルールをつくり、制限すべきだと思います。 

スマホや SNSの使い方について、学校でも啓発活動をしてほしいと思います。 

 

以上で協議を終了します。 

自分の過去の経験から、学校評議員会と学校運営協議会との違いは、学校運営協議

会は学校への働きかけがさらにできるようになることだと思っています。委員のみ

なさんには、次回の学校運営協議会までに、学校運営協議会として何ができるかを

考えてきていただけるとありがたいです。よろしくお願いします。 

では、司会を事務局に返します。 

 

【７ 情報交換】 

何かこの場で、情報交換しておきたいことがあればお願いします。 

 

【８ 諸連絡】 

諸連絡を申し上げます。 

①次回の日程について 

②出席簿への押印について 

③報償費等の支払いについて 
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司会 

【９ 閉会】 

以上をもちまして、第 1回学校運営協議会を閉会します。 

 

 会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 

令和７年５月２日 

          署名   教頭  岡戸 裕治   

 

（注）特に署名を要しない審議会等については、事務局名を記入してください。 

 


